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表紙作品を募集しています

シロナガスクジラ全身骨格標本
東日本で初めての展示

道の駅「和田浦ＷＡ
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・Ｏ
オ

！」
（12ページに紹介記事）

国民健康保険・後期高齢者医療短期人間ドック

受診費用を助成

日本脳炎予防接種の一部が変更になりました

特別な配慮が必要な高齢者や障害者をサポート

空き家バンクに登録をお願いします

中小企業の新たな取り組みを
応援します

中小企業の人材育成経費を補助
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中
小
企
業
者
が
行
う
新
た
な
事
業
を
支

援
す
る
た
め
、
市
が
認
定
し
た
事
業
の
設

備
費
と
、
新
た
に
雇
用
し
た
労
働
者
（
市

民
に
限
る
）
の
継
続
的
な
雇
用
に
対
す
る

助
成
を
行
い
ま
す
。

設
備
費
補
助

対
象
事
業

①
新
分
野
参
入
支
援
事
業

現
在
の
活
動
と
形
態
が
異
な
っ
た
分
野

に
進
出
ま
た
は
転
換
す
る
も
の

②
起
業
家
支
援
事
業

新
た
な
法
人
を
設
立
し
、
事
業
を
展
開

す
る
も
の

③
農
商
工
連
携
支
援
事
業

市
内
の
農
林
水
産
物
を
活
用
し
、
事
業

を
展
開
す
る
も
の

④
業
務
拡
充
支
援
事
業

既
存
事
業
の
業
務
を
拡
充
し
、
経
営
基

盤
の
強
化
を
図
る
も
の

⑤
経
営
効
率
化
支
援
事
業

既
存
事
業
の
業
務
を
効
率
化
し
、
経
営

改
善
を
図
る
も
の

補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
30
％
以
内

（
建
物
に
つ
い
て
は
、
取
得
に
か
か
っ
た

経
費
の
10
％
が
補
助
対
象
経
費
）

上
限
額

８
０
０
万
円

※
補
助
対
象
経
費
２
０
０
万
円
以
上

（
補
助
金
額
60
万
円
以
上
）
の
事
業
が

該
当
に
な
り
ま
す
。
複
数
年
計
画
の

設
備
導
入
は
、
初
年
度
の
み
補
助
対

象
で
す
。

※
経
営
効
率
化
支
援
事
業
は
、
１
千
万

円
以
上
（
補
助
金
額
３
０
０
万
円
以

上
）
の
事
業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

雇
用
補
助

上
記
、
設
備
費
補
助
対
象
の
①
か
ら
⑤

ま
で
の
事
業
完
了
後
、
継
続
的
に
雇
用
す

る
労
働
者
の
報
酬
に
対
し
、
次
の
①
ま
た

は
②
の
ど
ち
ら
か
を
助
成
し
ま
す
。

設
備
費
の
補
助
金
額
に
よ
り
、
補
助
対

象
に
な
る
雇
用
者
の
人
数
が
変
わ
り
ま
す
。

①
新
規
雇
用
の
補
助
金
額

労
働
者
１
人
に
つ
き
年
間
60
万
円

上
限
額

９
０
０
万
円
（
労
働
者
５
人

ま
で
を
３
年
間
助
成
）

②
配
置
転
換
の
補
助
金
額

現
在
雇
用
し
て
い
る
労
働
者
を
新
し
い

分
野
へ
配
置
転
換
し
た
場
合
、
労
働
者
１

人
に
つ
き
年
間
１
０
０
万
円
　

上
限
額

１
千
万
円
（
労
働
者
５
人
ま

で
を
２
年
間
助
成
）

※
新
分
野
参
入
支
援
事
業
の
み
対
象
と
な

り
ま
す
。

●
受
付
期
間

５
月
27
日
（
月
）
か
ら

６
月
７
日
（
金
）
ま
で

●
対
象
者

市
内
に
本
店
が
あ
り
、
継
続

的
に
市
内
で
事
業
を
行
う
法
人
格
を
持
っ

た
中
小
企
業
者
な
ど
。
企
業
組
合
、
協
同

組
合
、
事
業
協
同
組
合
、
農
事
組
合
法
人

な
ど
も
該
当
に
な
り
ま
す
。

※
日
本
標
準
産
業
分
類
に
よ
る
「
製
造
業
」

の
工
場
お
よ
び
「
道
路
貨
物
運
送
業
」

の
物
流
施
設
は
本
店
に
限
り
ま
せ
ん
。

●
申
請
方
法
事
業
実
施
計
画
承
認
申
請
書

に
次
の
書
類
を
添
付
し
、
商
工
観
光
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
商
工
観

光
課
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

●
添
付
書
類

事
業
実
施
計
画
書
・
収
支

計
画
書
・
雇
用
計
画
書
・
経
営
計
画
書
・
資

金
計
画
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
・
定
款
・
履
歴

事
項
全
部
証
明
書
・
決
算
書
（
写
）
・
納
税

証
明
書
・
許
認
可
関
係
書
類
（
写
）
・
図
面

お
よ
び
見
積
書
・
そ
の
他
事
業
内
容
の
説
明

資
料
な
ど

商
工
観
光
課
　
蕁
33
│
１
０
９
２

問

中
小
企
業
の
新
た
な
取
り
組
み
を
応
援
し
ま
す

新
分
野
へ
の
参
入
、
起
業
に
伴
う
設
備
投
資
・
雇
用
に
最
高
１
８
０
０
万
円
補
助



税
務
課

蕁
33
│
１
０
２
３

問

32013年4月号　

市
内
に
土
地
や
家
屋
を
所
有
し
て
い
る

納
税
者
が
、
自
ら
の
土
地
や
家
屋
の
価
格

を
知
る
と
と
も
に
、
ほ
か
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
と
比
較
し
、
適
正
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。

縦
覧
期
限

４
月
30
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
土
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所

税
務
課
（
市
役
所
本
館
１
階
）

縦
覧
で
き
る
帳
簿
と
範
囲

土
地
を
所
有
し
て
い
る
場
合
は
「
土
地

の
縦
覧
簿
」、
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
場

合
は
「
家
屋
の
縦
覧
簿
」、
両
方
所
有
し
て

い
る
場
合
は
、
土
地
・
家
屋
両
方
の
縦
覧

簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
地
・
地

目
・
地
積
・
評
価
額

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
地
・
家

屋
番
号
・
構
造
・
種
類
・
床
面
積
・
評

価
額

縦
覧
で
き
る
人

・
平
成
25
年
度
固
定
資
産
税
の
納
税
者

・
代
理
人
（
委
任
状
が
必
要
で
す
）

納
税
者
が
自
ら
の
資
産
に
つ
い
て
、
固

定
資
産
税
課
税
台
帳
に
登
載
さ
れ
た
内
容

を
確
認
で
き
る
制
度
で
す
。

閲
覧
期
限

平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）

午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
土
・

日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

閲
覧
場
所

税
務
課
・
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
・
各
地

域
セ
ン
タ
ー

●
縦
覧
・
閲
覧
に
必
要
な
も
の

縦
覧
や
閲
覧
の
際
に
は
、
申
請
者
の
本

人
確
認
を
行
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
や
健

康
保
険
証
な
ど
本
人
の
確
認
が
で
き
る
も

の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

人
材
育
成
に
よ
り
、
事
業
の
効
率
化
、

新
分
野
へ
の
進
出
を
図
る
た
め
の
資
格
取

得
な
ど
の
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

給
付
額

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
、

１
事
業
者
あ
た
り
年
額
20
万
円
ま
で
。

対
象
者

市
内
の
中
小
企
業
の
う
ち
、
次

の
①
か
ら
③
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
こ

と
。

①
日
本
産
業
分
類
の
う
ち
建
設
業
、
製
造

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
市
の
要
綱
で
指

定
す
る
業
種
で
あ
る
こ
と

②
市
内
で
１
年
以
上
継
続
し
て
事
業
を
営

ん
で
い
る
こ
と

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

対
象
経
費

次
の
①
か
ら
③
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
す
こ
と
。

①
自
社
で
研
修
計
画
を
作
成

②
企
業
で
費
用
負
担
し
た
も
の

③
受
講
料
、
検
定
料
　

※
研
修
受
講
な
ど
に
伴
う
交
通
費
、
宿
泊

費
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
。

商
工
観
光
課

蕁
33
│
１
０
９
２

問
申

土
地
や
家
屋
の
価
格
な
ど
固
定
資
産
の

縦
覧
と
閲
覧
が
で
き
ま
す

縦
覧
制
度

閲
覧
制
度

中
小
企
業
の

人
材
育
成
経
費
を
補
助

年
額
20
万
円
ま
で

●納税通知書
平成25年度固定資産税納税通

知書は４月９日に発送しました。
●各期の納期限

固
定
資
産
税
と
は

毎
年
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
に
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
（
こ
れ
ら
を
総
称

し
て
「
固
定
資
産
」
と
い
い
ま
す
）
の
所

有
者
が
、
そ
の
固
定
資
産
の
価
格
を
も
と

に
算
定
さ
れ
た
税
額
を
、
固
定
資
産
の
所

在
す
る
市
町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。 平成26年2月28日（金） 

第１期 

第２期 

第３期 

第４期 

4月30日（火） 

7月31日（水） 

12月25日（水） 

固
定
資
産
税
の
通
知
と納

期
限



日
本
脳
炎
の
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え

の
影
響
を
受
け
た
特
例
対
象
者
は
、
20
歳

報
告
す
る
こ
と
が
助
成
の
条
件
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

対
象
者

市
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

入
者
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞

納
が
な
い
人

注
意
事
項

市
が
実
施
す
る
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

を
受
診
す
る
場
合
は
、
脳
ド
ッ
ク
の
み
助

成
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

保
険
年
金
課
　
蕁
33
│
１
０
６
０

問

に
な
る
ま
で
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
定
期

接
種
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
例
対
象
者
は
、
平
成
７
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
の

お
子
さ
ん
で
す
。

特
例
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
25
年
度
の

積
極
的
勧
奨
者
は
上
表
の
と
お
り
で
す
。

該
当
者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

注
意
事
項

・
通
常
の
対
象
者
（
３
歳
）
に
も
個
別
通

知
し
て
い
ま
す
。

・
接
種
は
個
別
接
種
で
す
。
実
施
医
療
機

関
は
予
診
票
な
ど
と
一
緒
に
通
知
し
ま

す
。

・
特
例
対
象
者
の
う
ち
積
極
的
勧
奨
以
外

の
人
で
接
種
の
希
望
者
は
、
健
康
支
援

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
転
入
や
紛
失
な
ど
で
予
診
票
の
な
い
人

は
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
健
康

支
援
課
（
三
芳
分
庁
舎
）
に
来
所
す
る

か
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

健
康
支
援
課

蕁
36
│
１
１
５
２

問

4 2013年4月号　

希
望
す
る
検
査
医
療
機
関
に
予
約
し
、

検
査
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
保
険
年
金

課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
地
域
セ
ン
タ

ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
ド
ッ
ク
受
診

後
の
申
請
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）。

助
成
額
は
、
検
査
費
用
の
７
割
で
５
万

円
が
限
度
で
す
。
ド
ッ
ク
受
診
後
に
領
収

書
、
検
査
結
果
な
ど
を
添
付
し
、
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

対
象
者

市
の
国
民
健
康
保
険
に
１
年
以
上
継
続

し
て
加
入
し
て
い
る
35
歳
以
上
の
人
で
、

世
帯
に
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い

人注
意
事
項

・
特
定
健
康
診
査
項
目
は
必
ず
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
検
査
内
容
に
不
足
が
あ
る

と
、
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
市
が
実
施
す
る
特
定
健
診
を
受
診
す
る

場
合
は
、
脳
ド
ッ
ク
の
み
助
成
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

・
脳
ド
ッ
ク
の
み
受
診
す
る
場
合
は
、
市

が
実
施
す
る
特
定
健
診
ま
た
は
、
そ
れ

に
相
当
す
る
検
査
を
受
診
し
、
結
果
を

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

短
期
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
を
助
成

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
一
部
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

特
例
対
象
者
は
20
歳
ま
で
定
期
接
種
可
能
に

特例対象者　（平成7年4月2日～平成19年4月1日生まれのお子さん） 

予防接種名 接種回数 接種対象年齢 接種のすすめ方 通知時期 

日本 
脳炎 

第1期 

第2期 1回 第1期終了している者 

初回2回 
追加1回  

積極的勧奨 
7歳（小学校1年生） 
8歳（小学校2年生） 

18歳 
（高校3年生相当） 

高校3年生 
相当の年度初め 

積極的勧奨 
・6歳11か月 
・小学2年生の 
　年度初め 
 
希望者 

第1期接種を逃した
残りの回数 
初回: 
 
 
追加:

7日目から28日
までの間隔で 
2 回接種 
初回終了後、
概ね1年後に 
1回接種 



特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保

健
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
宿
泊
が

可
能
な
市
内
の
21
施
設
と
市
が
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
協
定
を
結
ん
だ
施
設
は
左

の
と
お
り
で
す
。

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
も
、
平
成
25
年

４
月
か
ら
空
き
家
バ
ン
ク
で
空
き
家
を
借

り
た
り
買
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
申
請
し
ま
せ
ん
か

空
き
家
を
売
り
た
い
、
貸
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
人
は
、
市
の
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

に
登
録
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
用
紙
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
企
画

政
策
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
賃
貸
、
分
譲
な
ど
を

目
的
と
す
る
物
件
は
除
き
ま
す
。

申
し
込
み
の
あ
っ
た
建
物
を
調
査
し
て

基
準
に
適
合
す
る
場
合
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」

に
登
録
し
ま
す
。
登
録
後
は
、
空
き
家
バ

ン
ク
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
移
住
希

望
者
な
ど
に
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
。
空
き
家
を
利
用
し
た
い
人
も
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

空
き
家
の
所
有
者
に
改
修
費
を
補
助

〜
空
き
家
利
用
促
進
奨
励
金
〜

空
き
家
所
有
者
の
空
き
家
改
修
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
移
住
希
望
者
な
ど
と

対
象
者
は
、
要
介
護
認
定
に
至
ら
な
い

も
の
の
手
助
け
が
必
要
な
高
齢
者
な
ど
で

す
。
福
祉
避
難
所
で
は
、
排
せ
つ
や
食
事

の
介
助
な
ど
の
生
活
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

地
震
、
台
風
な
ど
の
災
害
発
生
時
、
体
育
館
な
ど
の
一
次
避
難
所
で
の
生
活
が
困
難
と

判
断
さ
れ
た
人
が
協
定
を
締
結
し
た
福
祉
避
難
所
に
移
り
、
支
障
な
く
避
難
生
活
を
送
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

健
康
支
援
課

蕁
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特
別
な
配
慮
が
必
要
な

高
齢
者
や
障
害
者
を
サ
ポ
ー
ト

市
内
21
施
設
と
「
福
祉
避
難
所
設
置
」
協
定
を
締
結

賃
貸
借
契
約
が
成
立
し
た
所
有
者
が
、
空

き
家
を
改
修
す
る
場
合
、
対
象
経
費
の
３

分
の
２
を
補
助
し
ま
す
（
上
限
額
２
０
０

万
円
）。

改
修
工
事
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
協
議
会

の
業
者
（
職
人
）
会
員
が
行
い
ま
す
。

改
修
し
た
空
き
家
は
、
空
き
家
バ
ン
ク

に
10
年
間
登
録
さ
れ
ま
す
。

補
助
要
件

・
住
宅
の
機
能
向
上
の
た
め
に
行
う
改
修

で
、
市
で
定
め
る
工
事
内
容
・
単
価
の

範
囲
内
の
額
で
交
付
し
ま
す
。

・
改
修
工
事
が
、
消
費
税
・
地
方
消
費
税

を
除
き
50
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

・
国
、
県
ま
た
は
市
の
制
度
に
よ
る
ほ
か

の
補
助
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
。

・
奨
励
金
の
申
請
を

し
た
日
の
属
す
る

年
度
の
３
月
31
日

ま
で
に
改
修
工
事

が
完
了
す
る
こ
と
。

企
画
政
策
課
　

蕁
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賃
貸
も
売
買
も

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

福祉避難所の協定を締結した21施設 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
 
20 
 
21 
 

種　類 

特別養護 
老人ホーム 

介護老人
保健施設 

グループ 
ホーム 

小規模多機能型
居宅介護施設  

サービス付き 
高齢者向け住宅 

短期入所生
活介護施設 

名　称 

「伏姫の郷」 
アイリスの里 
三芳光陽園 
おもいやりの郷 
千倉苑 
リブ丸山 
花の里 
葵の園・南房総 
光栄館 
晴耕苑 
葵の園・南房総 
やつかガーデン 
ろくじろう 
夢ほーむ 
リブ丸山 

安房穂 

美しの里 

リブスイート千倉 
リブテラス丸山 
　 
南房総　里見 
 
ショートステイ 
リブテラス丸山 

所在地 

平久里下 
富浦町深名 
上堀 
白浜町滝口 
千倉町瀬戸 
川谷 
和田町松田 
久枝 
谷向 
千倉町忽戸 
久枝 
富浦町深名 
白浜町滝口 
千倉町南朝夷 
川谷 
和田町黒岩 
和田町松田 
千倉町忽戸 
珠師ケ谷 
　 
和田町黒岩 
 
川谷 

あぼういなほ 

うつく 



千
倉
地
区
の
七
浦
、
忽
戸
、
朝
夷
、
健

田
の
４
幼
稚
園
お
よ
び
４
小
学
校
の
再
編

に
関
す
る
地
区
の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会
あ
て
に
３
月
８

日
、
千
倉
地
区
学
校
再
編
検
討
委
員
会
の

星
正
芳
委
員
長
と
鈴
木
利
輝
副
委
員
長
か

ら
千
倉
地
区
の
学
校
再
編
に
係
る
意
見
具

申
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
具
申
と
し
て
、
▽
幼
稚
園
、
小
学

校
と
も
に
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
４
幼

稚
園
、
４
小
学
校
が
統
合
し
、
千
倉
幼
稚

園
、
千
倉
小
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る

▽
幼
稚
園
は
朝
夷
幼
稚
園
舎
を
使
用
し
、

平
成
26
年
度
か
ら
朝
夷
小
学
校
舎
を
改
修

し
て
ち
く
ら
保
育
所
と
の
幼
保
一
体
施
設

を
平
成
27
年
度
か
ら
開
設
す
る
▽
小
学
校

は
健
田
小
学
校
舎
を
使
用
す
る
▽
統
合
に

よ
り
不
便
が
な
い
よ
う
支
援
を
要
望
す
る

こ
と
―
―
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
専
門
部
会
の
立
ち
上
げ
な
ど
、

統
合
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

制
度
の
特
色

・
国
の
制
度
で
す
の
で
、
安
全
・
確
実
・

有
利
で
す
。

・
掛
金
を
納
め
る
だ
け
で
企
業
の
実
態
に

あ
っ
た
退
職
金
制
度
を
手
軽
に
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
税
法
上
、
損
金
ま
た
は
必
要
経

費
と
し
て
全
額
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

・
過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や
、
企
業
間
を

転
職
し
た
場
合
な
ど
の
通
算
が
で
き
ま
す
。

掛
金
の
種
類

月
額
５
千
円
か
ら
３
万
円
ま
で
の
16
種

類
で
す
。

短
時
間
労
働
者
（
週
の
所
定
労
働
時
間

が
通
常
の
従
業
員
よ
り
短
く
、
か
つ
30
時

間
未
満
の
従
業
員
）
は
、
２
千
円
・
３
千

円
・
４
千
円
の
特
例
掛
金
で
も
加
入
で
き

ま
す
。

加
入
の
手
続
き

所
定
の
申
込
書
に
記
入
・
押
印
し
て
、

お
近
く
の
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
、
農
協
、

漁
協
は
除
き
ま
す
）、
委
託
事
業
主
団
体
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

蕁
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―
６
９
０
７
―
１
２
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中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
（
中
退
共
制
度
）
は
、
退
職
金
制
度
を
持
つ
こ
と
が

困
難
な
中
小
企
業
に
、
中
小
企
業
の
人
の
相
互
共
済
と
国
の
援
助
で
退
職
金
制
度

を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
34
年
に
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ

き
設
け
ら
れ
た
中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

三幣教育長（右）に意見具申を手渡す星委員長と鈴木副委員長

千
倉
地
区
で
は
、
平
成
19
年
度
に
策
定

し
た
「
南
房
総
市
立
幼
稚
園
及
び
小
中
学

校
再
編
計
画
」
に
基
づ
き
、
平
成
23
年
度

か
ら
同
地
区
の
学
校
再
編
検
討
委
員
会
で

幼
稚
園
、
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
の
あ
り

方
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

6 2013年4月号　

千千千千
倉倉倉倉
地地地地
区区区区
学学学学
校校校校
再再再再
編編編編
検検検検
討討討討
委委委委
員員員員
会会会会

学
校
再
編
に
係
る
意
見
具
申

退
職
金
づ
く
り
は「
中
退
共
」
で



【
部
長
職
】

▽
商
工
観
光
部
長
　
國
府
田
秀
樹
（
商
工

観
光
部
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長
）
▽

会
計
管
理
者
　
福
原
孝
雄
（
総
務
部
財
政

課
長
）
▽
議
会
事
務
局
長
　
渡
邉
満
（
総
務

部
総
務
課
長
併
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
）

▽
教
育
委
員
会
教
育
次
長
　
闍
木
忠
一

（
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
）

【
課
長
職
】

▼
総
務
部

▽
総
務
課
長
併
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

西
宮
恒
夫
（
企
画
部
企
画
政
策
課
主
幹[

安

房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合]

）
▽
秘

書
課
長
　
石
井
宏
昌
（
教
育
委
員
会
教
育

総
務
課
内
房
・
朝
夷
・
丸
山
・
和
田
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
財
政
課
長
　
朝

倉
和
利
（
農
林
水
産
部
地
域
資
源
再
生
課

長
）

▼
企
画
部

▽
企
画
政
策
課
長
　
山
口
幸
弘
（
市
民
生

活
部
市
民
課
白
浜
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

企
画
部
市
民
協
働
課
白
浜
協
働
推
進
室
長
）

▽
企
画
政
策
課
主
幹[

安
房
郡
市
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合]

菰
岡
茂
（
建
設
環
境
部

建
設
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
）
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▼
市
民
生
活
部

▽
市
民
課
長
併
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
事
務
局
書
記
　
本
橋
清
一
（
企
画
部
企

画
政
策
課
長
）
▽
市
民
課
三
芳
地
域
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
企
画
部
市
民
協
働
課
三
芳
協

働
推
進
室
長
　
御
子
神
善
彦
（
市
民
生
活

部
市
民
課
長
併
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
事
務
局
書
記
）
▽
市
民
課
白
浜
地
域
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
企
画
部
市
民
協
働
課
白
浜

協
働
推
進
室
長
　
加
瀬
浩
一
（
総
務
部
財

政
課
課
長
補
佐
）
▽
税
務
課
主
幹
兼
課
長

補
佐
兼
係
長
　
山
口
正
明
（
企
画
部
情
報

推
進
課
副
主
幹
）
▽
消
防
防
災
課
長
　
宮

田
勝
巳
（
建
設
環
境
部
環
境
保
全
課
千
倉

衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
農
林
水
産
部

▽
地
域
資
源
再
生
課
長
　
塚
田
兼
行
（
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
副
主
幹
）

▼
商
工
観
光
部

▽
商
工
観
光
課
長
　
鈴
木
弘
和
（
保
健
福

祉
部
子
育
て
支
援
課
長
）
▽
観
光
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
課
長
　
加
藤
博
和
（
商
工
観
光

課
長
）

▼
建
設
環
境
部

▽
管
理
課
長
　
加
瀬
正
巳
（
管
理
課
主
幹

兼
課
長
補
佐
兼
係
長
）
▽
環
境
保
全
課
千

倉
清
掃
セ
ン
タ
ー
主
幹
　
安
田
和
利
（
千

倉
清
掃
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）
▽
環
境
保
全

課
千
倉
清
掃
セ
ン
タ
ー
主
幹
　
山
田
守

（
白
浜
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
環
境
保
全

課
千
倉
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
　
平
驂
勝
彦

（
農
林
水
産
部
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
）

▼
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
副
所
長

鈴
木
弘
子
（
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局

▽
教
育
総
務
課
長
　
川
名
一
嘉
（
生
涯
学

習
課
長
兼
図
書
館
長
）
▽
教
育
総
務
課
主

幹
兼
内
房
・
朝
夷
・
丸
山
・
和
田
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
　
長
谷
川
政
義
（
市
民

生
活
部
税
務
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
）
▽
子

ど
も
教
育
課
長
　
田
原
澄
江
（
保
健
福
祉

部
健
康
支
援
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
）
▽
子

ど
も
教
育
課
主
任
管
理
主
事
兼
係
長
　
渡

邉
均
（
千
葉
県
）
▽
子
ど
も
教
育
課
主
任
指

導
主
事
兼
丸
山
保
育
所
長
　
黒
川
健
二

（
千
葉
県
）
▽
生
涯
学
習
課
長
　
宇
治
原
洋

一
（
市
民
生
活
部
消
防
防
災
課
長
）
▽
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
室
長
　
川
上

勝
喜
（
農
林
水
産
部
農
林
水
産
課
副
主
幹

兼
係
長
）
▽
生
涯
学
習
課
丸
山
公
民
館
長

兼
富
浦
・
富
山
・
三
芳
・
白
浜
公
民
館
、

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部
、
三
芳
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
所
長
　
庄
司
一
夫
（
建
設

環
境
部
建
設
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
）
▽
生

涯
学
習
課
千
倉
総
合
運
動
公
園
所
長
　
西

田
一
郎
（
生
涯
学
習
課
千
倉
総
合
運
動
公

園
所
長
・
昇
格
）

■
３
月
31
日
付
退
職
者
（
部
長
・
課
長
職
）

【
部
長
職
】

▽
鎌
田
達
夫
（
商
工
観
光
部
長
）
▽
小
笠
原

砂
男
（
会
計
管
理
者
）
▽
岡
崎
好
夫
（
議
会

事
務
局
長
）
▽
関
良
成
（
教
育
次
長
）

【
課
長
職
】

▽
鈴
木
敏
明
（
総
務
部
秘
書
課
長
）
▽
臼
井

敦
子
（
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
主
幹
兼

課
長
補
佐
）
▽
川
名
敏
夫
（
市
民
生
活
部
市

民
課
三
芳
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
企
画
部

市
民
協
働
課
三
芳
協
働
推
進
室
長
）
▽
渡

辺
淳
一
（
建
設
環
境
部
管
理
課
長
）
▽
伊
藤

博
子
（
議
会
事
務
局
主
幹
兼
係
長
）
▽
鈴
木

和
子
（
監
査
委
員
事
務
局
主
幹
兼
係
長
）
▽

樋
口
和
夫
（
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
主

任
管
理
主
事
兼
係
長
）
▽
諏
訪
彰
義
（
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
丸
山
公
民
館
長
兼
富

浦
・
富
山
・
三
芳
・
上
滝
田
・
稲
都
・
白

浜
・
北
三
原
公
民
館
、
と
み
う
ら
元
気
倶

楽
部
、
三
芳
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
所

長
）

職
員
人
事
異
動
（
部
長
・
課
長
職
）

４
月
１
日
付
（

）
内
は
異
動
前
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Ｎo.66

エコ★ニュースエコ★ニュース
環境保全課  蕁 33－1053

 

「青い海　みんなでつなごう　未来まで」
【今月の環境標語】環境標語コンテスト優秀賞

白浜中学校3年　宇山　梨央さんの作品
＜標語の趣旨＞　南房総市のきれいな海を、みんなの手によって未来までつなげていき
たいと思ったからです。

生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入
費
補
助

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量

化
と
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、

生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
購
入
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

・
市
内
在
住
者

・
堆
肥
化
さ
れ
た
ご
み
を
自
分
で

処
理
で
き
る
人

・
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

対
象
の
ご
み
処
理
容
器
と

補
助
金
額

①
コ
ン
ポ
ス
ト

土
の
上
に

設
置
し
、
土

中
の
微
生
物

の
働
き
に
よ

っ
て
生
ご
み

を
分
解
し
、

堆
肥
化
さ
せ
ま
す
。

補
助
金
額

購
入
費
の
２
分
の
１
を
助
成
。

補
助
金
の
上
限
は
、
１
基
に
つ

き
３
千
円
で
す
。
年
度
内
に
、

１
世
帯
２
基
ま
で
購
入
で
き
ま

す
。

②
Ｅ
Ｍ
生
ご
み
処
理
容
器

Ｅ
Ｍ
菌
に
よ

り
、
生
ご
み
を

発
酵
さ
せ
ま
す
。

発
酵
に
よ
っ
て

で
き
た
液
肥
は
、
薄
め
て
使
用

で
き
ま
す
。

補
助
金
額

購
入
費
の
２
分
の
１
を
助
成
。

補
助
金
の
上
限
は
、
１
基
に
つ

き
３
千
円
で
す
。
年
度
内
に
、

１
世
帯
２
基
ま
で
購
入
で
き
ま

す
。

③
生
ご
み
処
理
機
（
機
械
式
）

微
生
物
の

働
き
に
よ
り

生
ご
み
を
分

解
す
る
も
の
、

高
温
の
熱
風
で
生
ご
み
を
乾
燥

さ
せ
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
額

購
入
費
の
２
分
の
１
を
助
成
。

補
助
金
の
上
限
は
、
３
万
円
で

す
。
年
度
内
に
、
１
世
帯
１
基

ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

南
房
総
の
青
く
き
れ
い
な
海
や
川

の
水
質
汚
濁
を
防
ぐ
た
め
、
単
独
処

理
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
便
所
か

ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
付
け
替
え
る

人
に
、
設
置
費
用
お
よ
び
転
換
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

市
内
に
居
住
ま
た
は
、
補

助
事
業
完
了
後
１
年
以
内
に

居
住
し
よ
う
と
す
る
人
。

※
市
税
な
ど
の
滞
納
が
あ
る

人
、
別
荘
と
し
て
利
用
す

る
人
、
補
助
金
の
交
付
決

定
通
知
を
受
け
る
前
に
工

事
に
着
手
し
た
人
な
ど
は

補
助
金
の
交
付
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
建
物

住
宅
（
店
舗
な
ど
と
併
用

す
る
場
合
は
、
処
理
対
象
人

員
が
10
人
以
下
の
も
の
で
す
）

※
汲く

み
取
り
便
所
を
新
築
で

転
換
す
る
場
合
は
、
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

合
併
処
理
浄
化
槽
と
は

し
尿
と
生
活
雑
排
水
（
台

所
・
風
呂
・
洗
濯
な
ど
に
使
用

し
た
水
）
を
ま
と
め
て
処
理
す

る
浄
化
槽
で
す
。

水の流れ 

〜
４
月
か
ら
商
品
を
購
入
後
に
、
領
収
書
を
添
え
て
提
出

す
る
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
〜

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用
補
助

〜
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
の
３
年
間
は
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
促
進
重
点
期
間
と
し
て
、
補
助
予
定
基
数

を
拡
大
し
て
い
ま
す
〜

環
境
保
全
課
　

蕁
33
│
１
０
５
３

問



2013年4月号　 9

キムのつぶやき⑦

「
消
費
者
問
題
に
関
心
が
あ
る
の
で

勉
強
し
て
み
た
い
の
で
す
が
、
消
費
者

相
談
員
の
た
め
の
資
格
と
い
う
も
の
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
」。
こ
の
よ
う
な

ご
質
問
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。資

格
の
一
例
と
し
て
、「
消
費
生
活
専

門
相
談
員
」「
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」「
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
試

験
の
合
格
や
、
一
定
の
研
修
過
程
を
終

了
す
る
こ
と
で
取
得
で
き
る
、
公
的
資

格
や
民
間
資
格
で
す
。

試
験
は
、
基
本
的
な
法
律
知
識
か
ら

広
告
や
食
品
の
表
示
に
関
す
る
知
識
ま

で
、
消
費
生
活
に
関
す
る
基
本
的
な
問

題
を
問
う
も
の
で
、
日
頃
か
ら
消
費
者

問
題
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
に
と
っ

て
は
興
味
深
い
内
容
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。し

か
し
、
ど
の
分
野
の
も
の
で
あ
れ

「
資
格
」
に
過
度
の
期
待
を
持
つ
こ
と
は

避
け
る
べ
き
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
○
○
の
資
格
が
絶
対

必
要
」、「
×
×
の
資
格
さ
え
あ
れ
ば
仕

「
資
格
」
と
「
資
格
商
法
」消

費
生
活
相
談
窓
口

市
消
費
生
活
相
談

蕁
33
―
４
３
０
０

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

＊
来
所
に
よ
る
相
談
を
週
２
回
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課

蕁
33
―
１
０
９
２

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

蕁
０
４
７
―
４
３
４
―
０
９
９
９

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

＊
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

問
申

消
費
相
談
窓
口
か
ら
⑧

日本では３月は卒業していく生徒に「さようなら」

と言って、４月は新年度に入学してくる生徒に「はじ

めまして」という式典を行います。しかし、アメリカ

では中学生と高校生は通常、６月に卒業して、大学生

は年に４回入学と卒業ができる決ま

った時期があります。

アメリカでは入学式はありません

が、卒業式は中学生、高校生と大学

生のために行っています。卒業式で

は生徒が校長先生と握手して、卒業

証書をもらう前に短い式辞を聞きま

す。卒業式の練習がある場合は通常、前日に10分ほど

行うだけですので、私は初めて日本の式典を見たとき、

一人一人の生徒がお辞儀や卒業の歌を長時間練習する

のを見て、ビックリしました。生徒が卒業式のために

頑張っているのを見ていて、「日本人は式典を本当に大

事にするね」と思いました。

In Japan, March means holding ceremonies to say farewell

to students who are graduating, and April means greeting

students entering for the new year. However, in the U.S.,

middle and high school students usually graduate in June,

and college students have four times

throughout the year during which they

can start school or graduate. 

In the U.S. there aren't any opening

ceremonies, but schools hold graduation

ceremonies for middle, high school, and

college students. At the ceremony,

students listen to a short speech from

the principal before each shaking his hand and receiving their

diploma. If there is a practice for the graduation ceremony, it

is usually held for only about ten minutes the day before.

Because of this, when I first saw a ceremony in Japan, I was

surprised to see each student spending hours practicing

singing and bowing! Seeing students try their hardest for the

graduation ceremony made me think, “Japanese people

really do take their ceremonies seriously, don't  they!”

事
を
紹
介
す
る
」
な
ど
と
い
う
甘
い
言

葉
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

無
用
な
資
格
取
得
の
た
め
に
高
額
な
講

座
費
用
や
教
材

費
を
請
求
さ
れ

る
、
い
わ
ゆ
る

「
資
格
商
法
」
の

被
害
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

お
電
話

く
だ
さ
い

私の卒業をお祝いしてくれた
祖父母と父

南房総市国際交流員

文・訳　Kimberly
キ ン バ リ ー

Miller
ミ ラ ー

アメリカと日本の学校の式典の違い Differences Between School Ceremonies in the
U.S. and Japan
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平成25年度
健診（検診）日程 健康支援課健康支援課    蕁 36 36－11521152健康支援課  蕁 36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

事
前
に
申
し
込
ん
だ
医
療
機
関 

事
前
に
申
し
込
ん
だ
医
療
機
関 

特定健康診査 

対象者 

料　金 

富　浦 

富　山 

三　芳 

白　浜 

千　倉 

丸　山 

和　田 

40歳から74歳ま
での南房総市国民
健康保険加入者 

後期高齢者健康診査 前立腺がん検診 肝炎ウイルス検診 結核・肺がん検診 

後期高齢者医療
制度加入者 

40歳以上
の男女 

40歳の 
男女 

600円 無料 900円 

胃がん検診 

40歳以上
の男女 

500円 

50歳以上
の男性 

300円 無料 

とみうら元気倶楽部 

富山ふれあいスポーツセンター 

三芳保健福祉センター 

調整中 

千倉保健センター 

丸山体育館 

和田地域福祉センターやすらぎ 

  9／10（火）・11（水）・12（木）・13（金） 

  9／24（火）・25（水）・26（木）・27（金） 

10／9（水）・10（木）・11（金）・13（日） 

  9／3（火）・4（水）・5（木）・6（金） 

  8／22（木）・23（金）・27（火）・28（水）・29（木）・30（金） 

10／1（火）・2（水）・3（木）・4（金） 

  9／17（火）・18（水）・19（木）・20（金） 

 

 

総合検診（集団検診） 

各種健診（検診） 

対象者 

料　金 

富　浦 

富　山 

三　芳 

白　浜 

千　倉 

丸　山 

和　田 

1　年齢は、平成26年3月31日時点の年齢です｡ 
2　検診を申し込んだ人には、検診時期が近くなりましたら案内（受診票など）を送ります｡ 
3　乳がん検診、子宮がん検診（施設）は、医療機関によって検診期間が変更になる場合があります｡ 
4　次の人は健康支援課に連絡してください｡ 
　　（1）がん検診、肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症検診、成人歯科検診、生活習慣病予防健診を希望する人で、申し込みをし　
　　　ていない人｡ 
　　（2）子宮がん・乳がん検診の医療機関を変更したい人、子宮がん検診の車（集団）検診と施設検診を変更したい人｡ 
　　（3）生活保護を受給している40歳以上の人で、健康診査（血液検査など）を希望する人｡ 

大腸がん検診 成人歯科 
検診 

生活習慣病 
予防健診 

骨粗しょう症検診 
子宮がん検診 

40歳以上 
の男女 

300円 200円 600円 700円 800円 1,200円 

6/27（木） 
7/　8（月） 

7/　9（火） 
　　10（水） 

6/18（火） 
19（水） 

6/10（月） 
　　11（火） 
　　12（水） 

6/25（火） 
　　26（水） 

6/13（木） 
17（月） 

6/20（木） 
　　24（月） 

大
腸
が
ん
検
診
の
容
器
回
収
会
場
を
数
か
所
に
設
置
し
ま
す 

35･40･45･50･
55･60･65･70
歳の女性 

40･50･ 
60･70
歳の男女 

とみうら元気倶楽部 

富山ふれあいスポーツセンター 

三芳保健福祉センター 

白浜保健福祉センター 白浜自然休養村管理センター 

千倉保健センター 

丸山体育館 

和田地域福祉センターやすらぎ 

10/30（水） 
午前 

7/5（金） 
午前 

7/1（月） 
午後 

7/1（月） 
午前 

7/2（火） 
午後 

7/2（火） 
午前 

7/4（木） 
午前 

7/4（木） 
午後 

10/30（水） 
午後 

11/1（金） 
午前 

10/29（火） 
午後 

10/31（木） 
午前・午後 

10/29（火） 
午前 

11/1（金） 
午後 

車(集団)検診 施設検診 

乳がん検診 

エコー マンモグラフィ 

20歳以上の女性 30～39歳 
までの女性 

35～39歳 
までの男女 

40歳以上 
の女性 

頸部のみ 
800円 

頸部のみ 
1,400円 

頸体部 
2,000円 

指
定
さ
れ
た
医
療
機
関 

三
芳
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

10/8（火） 

結核・肺がん検診は、検診車が地区内の集会場などを回ります｡ 

けい けい 

頸体部 
1,500円 

けい けい 

・
青
木
医
院 

・
勝
山
ク
リ
ニ
ッ
ク 

・
亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク 

・
亀
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
館
山 

・
安
房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー 

・
亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク 

・
館
山
病
院 

・
貴
家
医
院 

・
清
川
医
院 

・
フ
ァ
ミ
ー
ル
産
院 

6/1（土） 
  

2/28（金） 

6/1（土） 
  

1/31（金） 

～
 

11/1（金） 
 

12/28（土） 

～
 



2013年4月号　 11

患
者
さ
ん
が
軽
症
か
重
症
か
は

診
察
し
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら

な
い
場
合
も
あ
り
、
当
院
で
は

で
き
る
だ
け
い
っ
た
ん
は
診
察

を
し
、
入
院
が
必
要
で
あ
れ
ば

入
院
治
療
を
行
い
ま
す
。
交
通

事
故
や
大
き
な
外
傷
・
専
門
科

や
重
症
な
病
気
な
ど
当
院
で
診

療
が
困
難
な
場
合
は
、
ほ
か
の

医
療
施
設
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
夜
間
当
番

日
は
毎
週
月
曜
日
で
、
時
間
は

午
後
５
時
か
ら
翌
朝
８
時
ま
で

で
す
。
ま
た
、
当
番
日
以
外
の
日
も
、
で

き
る
だ
け
救
急
対
応
し
て
い
ま
す
。
日

曜
・
祭
日
の
診
療
で
は
、
休
日
当
番
医
の

日
に
は
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、

ほ
ぼ
通
常
の
診
療
体
制
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

…
ほ
か
の
病
院
と
の
連
携
は
？

診
療
所
・
病
院
・
介
護
施
設
と
連
携
す

る
、
病
診
連
携
・
病
病
連
携
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
当
院
の
お
隣
に
あ
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
伏
姫
の
郷
」
に
入
所
中

の
お
年
寄
り
の
容
態
が
急
変
し
た
際
は
、

当
院
で
受
け
付
け
ま
す
。
隣
な
の
で
搬
送

も
車
椅
子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
な
ど
で
迅

速
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
診
療
所
か
ら
ご

紹
介
い
た
だ
い
た
患
者
さ
ん
は
退
院
後
、

も
と
の
診
療
所
の
先
生
に
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

当
院
で
対
応
で
き
る
患
者
は
対
応
し
ま

安
房
地
域
の
救
急
医
療
体
制
は
、
夜

間
・
休
日
に
つ
い
て
は
地
域
の
医
療
機
関

が
協
力
し
て
当
番
医
を
分
担
す
る
輪
番
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。
安
房
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
が
毎
日
対
応
し
て
い
て
、
富
山
国
保

病
院
は
週
１
日
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

重
症
で
緊
急
性
が
高
い
病
気
の
場
合
は
亀

田
総
合
病
院
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

国
保
病
院
で
の
救
急
医
療
や
他
病
院
と

の
連
携
に
つ
い
て
、
今
月
号
で
は
院
長
の

鈴
木
孝
徳
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。

…
救
急
体
制
は
？

当
院
は
、
風
邪
な
ど
の
症
状
が
軽
い
患

者
さ
ん
か
ら
、
入
院
が
必
要
と
な
る
比
較

的
症
状
の
重
い
患
者
さ
ん
ま
で
を
受
け
付

け
る
、
２
次
救
急
の
夜
間
待
機
施
設
で
す
。

救
急
や
他
病
院
と
の
連
携

富山国保病院
蕁 58－0301

問

南房総市立

富山国保病院から

す
が
、
重
症
救
急
患
者
は
、
安
房
地
域

医
療
セ
ン
タ
ー
や
亀
田
総
合
病
院
、
安

房
医
師
会
の
先
生
方
に
助
け
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

…
ほ
か
の
病
院
へ
の
紹
介
は
？

病
気
の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
時
や
迷

っ
て
い
る
時
は
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。患

者
さ
ん
か
ら
ほ
か
の
病
院
で
診
察

を
受
け
た
い
の
で
紹
介
状
を
書
い
て
ほ

し
い
と
い
う
ご
依
頼
が
あ
れ
ば
い
つ
で

も
応
じ
ま
す
の
で
、
遠
慮
さ
れ
ず
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
少
し
時
間
を
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
検
査
デ
ー

タ
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
一
式
を
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。

医
療
は
患
者
さ
ん
の
た
め
に
あ
り
、

お
互
い
の
信
頼
関
係
が
大
事
で
す
。
な

る
べ
く
ご
希
望
に
応
え
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

…
ス
ト
レ
ス
解
消
法
は
？

一
番
は
、
患
者
さ
ん
に
感
謝
さ
れ
喜
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
。
ほ
か
に
山
登
り
や
写

真
撮
影
で
す
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
】

終
始
に
こ
や
か
に
話
し
て
く
だ
さ
っ
た

鈴
木
院
長
。
安
房
医
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
あ
る
会
員
写
真
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

院
長
の
撮
影
し
た
「
岩
井
海
岸
か
ら
見
る

夕
日
」
と
い
う
、
水
平
線
上
の
雲
間
に
沈

む
夕
陽
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
と
ら
え
た
作

品
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

検索 南房総市立富山国保病院 

クリック 

外来診療担当表

診療科名 月 火 水 木 金 受付 
時間 

内科・消化器科・ 
呼吸器科・外科・ 
肛門科 

循環器 
（要予約） 

整形外科 ※2 
(隔週金曜日） 

リハビリテー 
ション科 

8:30 
～11:30

14:00 
～16:00 
14:00 
～16:00 

10:00 
～11:30

8:30 
～11:30

生津 
鈴木 

生津 

関 

鈴木 

阿部 
生津 

鈴木 
阿部 

阿部 
鈴木 

田中 

宗藤 

鈴木 

なま  つ 

（10：00～） 
（2） 

（1・3・4・5） 

理学療法士 

むねとう 

※１　（ ）内は、第○曜日の意味です。
※２　整形外科の診療日は、電話でご確認ください。

インタビューに応じる鈴木院長



道
の
駅
「
和
田
浦
Ｗ
Ａ

ワ

・
Ｏオ

！
」
で
全

長
26
メ
ー
ト
ル
の
シ
ロ
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
の

全
身
骨
格
標
本
（
レ
プ
リ
カ
）
が
完
成
し

ま
し
た
。

３
月
27
日
、
石
井
市
長
や
展
示
を
監
修

し
た
東
京
海
洋
大
学
大
学
院
教
授
の
加
藤

12 2013年4月号　

国
の
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業

計
画
に
認
定

３
年
ぶ
り
に
小
戸
の
初
午
は
つ
う
ま

祭
り

白
浜
地
区
小
戸
の
稲
荷
神
社
で
、
３
年

に
１
度
開
か
れ
る
例
大
祭
の
「
初
午
」
が

３
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
３
日
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
指
定
の
無
形
民

俗
文
化
財
で
す
。

１
日
は
宵
宮
、
２
日
と
３
日
が
本
番
で

す
。
２
日
の
「
山
祭
り
」
は
稲
荷
神
社
境

内
の
舞
台
、
３
日
の
「
浜
祭
り
」
は
自
然

休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
の
舞
台
で
山
神

楽
、
三
番
叟

さ
ん
ば
そ
う

な
ど
舞
や
踊
り
、
狂
言
な
ど

千
倉
地
区
に
あ
る
水
産
加
工
会
社
（
有
）

ス
ズ
市
水
産
（
鈴
木
基
進
も
と
の
ぶ

社
長
）
が
、
サ

バ
な
ど
の
身
を
使
っ
た
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ナ
ゲ

ッ
ト
を
開
発
し
、
国
の
地
域
産
業
資
源
活

用
事
業
計
画
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
社
長
は
、
２
月
22
日
に
市
役
所
を

訪
れ
、
石
井
市
長
に
認
定
を
報
告
。
そ
の

な
か
で
社
長
は
、「
以
前
か
ら
利
用
率
の
低

い
小
型
魚
の
加
工
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

南
房
総
エ
リ
ア
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
発
信
力
の
あ
る
商
品
に
し
た
い
」
と

思
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

石井市長に認定を報告した鈴木社長（右）

まちの話題 こんなことがありました

「大奴
おおやっこ

」を演じる小学生の３人

今
月
の
表
紙

が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
浜
祭
り
は
以
前
、

海
岸
の
広
場
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

奉
納
さ
れ
る
演
目
の
一
部
は
、
江
戸
時

シ
ロ
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
全
身
骨
格
標
本

完
成

秀
弘
さ
ん
、
和
歌
山
県
太
地
町
長
の
三
軒

一
高
さ
ん
、
勇
魚

い
さ
な

文
庫
代
表
の
細
田
徹
さ

ん
な
ど
30
人
ほ
ど
が
出
席
し
、
完
成
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
井
市
長
は
「
骨
格
標
本
は
学
術
的
価

値
も
高
く
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
も
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
市
の
東
の
玄

関
口
と
し
て
喜
ば
れ
る
施
設
に
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

骨
格
標
本
の
周
囲
に
は
、
木
製
の
展
望

台
や
テ
ー
ブ
ル
、
ベ
ン
チ
が
置
か
れ
「
ク

ジ
ラ
広
場
」
と
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
骨
格

標
本
を
観
察
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
学
に
訪
れ
た

子
ど
も
た
ち
は
、
展
示
さ
れ
た
骨
格
標
本

を
見
て
、
そ
の
大
き
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

代
以
前
か
ら
伝
わ
る
と
さ
れ
、
多
彩
な
民

俗
芸
能
の
数
々
を
見
よ
う
と
集
ま
っ
た
地

区
住
民
は
、
小
学
生
の
演
技
に
拍
手
喝
采

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

クジラ広場でゆっくり観察できます



2013年4月号　　 13

4月の 4月の 

掲 示 板 

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
県

か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
訪
問

し
ま
す
。
個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
員
は
、
県
知
事
発
行
の
調
査

員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

労
働
力
調
査
は
、
総
務
省
が
毎

月
公
表
し
て
い
る
「
完
全
失
業
率
」

の
も
と
に
な
る
調
査
で
、
国
の
経

済
政
策
や
雇
用
対
策
な
ど
の
基
礎

資
料
に
な
り
ま
す
。

対
象
地
区

富
山
地
区（
高
崎
）
の

一
部
の
世
帯

調
査
期
間

５
月
か
ら
９
月
ま
で
　

県
総
合
企
画
部
統
計
課
　

蕁
０
４
３
―
２
２
３
―
２
２
２
０

県
内
で
、
国
勢
調
査
を
か
た
っ

て
個
人
情
報
を
聞
き
出
す
事
案
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
３
月
現
在
、
国
勢
調

問

査
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
次
回
の

国
勢
調
査
は
、
平
成
27
年
10
月
１

日
現
在
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

調
査
員
証
の
携
行

実
際
の
統
計

調
査
で
は
、「
調
査
員
証
」
を
持
っ

た
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

統
計
調
査
を
か
た
り
、
世
帯
の

家
族
構
成
や
収
入
な
ど
を
電
話
で

聞
き
だ
す
の
は
不
正
行
為
で
す
の

で
、
そ
の
よ
う
な
電
話
に
は
一
切
答

え
ず
、
す
ぐ
に
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た

場
合
は
、
県
統
計
課
、
情
報
推
進

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
総
合
企
画
部
統
計
課
　

蕁
０
４
３
―
２
２
３
―
２
２
２
０

情
報
推
進
課
　

蕁
33
―
１
０
０
３

対
象

75
歳
以
上
の
人

助
成
額

１
５
０
０
円
（
生
涯
に

１
回
）

※
予
防
接
種
に
は
、
健
康
支
援
課

へ
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
指
定
医
療
機
関
以
外
で
の
予
防

接
種
に
は
、
助
成
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問

関
ま
た
は
、
専
用
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。産

科
医
療
補
償
制
度
専
用
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー

蕁
03
―
５
８
０
０
―
２
２
３
１

期
限

平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）

受
付
方
法

郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
・
市
役
所
本
庁
・
分
庁
舎
・

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
地
域

セ
ン
タ
ー
窓
口

口
座
番
号

０
０
１
４
０
―
８
―
５
０
７

加
入
者
名

日
本
赤
十
字
社
　
東

日
本
大
震
災
義
援
金
　

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部

蕁
０
４
３
―
２
４
１
―
７
５
３
１

問 問

健
康
支
援
課

蕁
36
―
１
１
５
２

お
産
の
と
き
に
な
ん
ら
か
の
理

由
で
重
度
脳
性
ま
ひ
と
な
っ
た
赤

ち
ゃ
ん
と
、
そ
の
家
族
を
支
援
す

る
制
度
で
す
。

補
償
対
象

平
成
21
年
１
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
、
次
の
基
準
を
す
べ
て
満
た

す
お
子
さ
ん
。

・
妊
娠
週
数
33
週
以
上
で
出
生
体

重
２
千
グ
ラ
ム
以
上
、
ま
た
は

妊
娠
週
数
28
週
以
上
で
所
定
の

要
件

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
相

当
の
脳
性
ま
ひ

・
先
天
性
や
新
生
児
期
の
要
因
に

よ
ら
な
い
脳
性
ま
ひ

※
生
後
６
か
月
未
満
で
亡
く
な
ら

れ
た
場
合
は
、
補
償
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

申
請
期
間

お
子
さ
ん
の
満
１
歳
の
誕
生
日

か
ら
満
５
歳
の
誕
生
日
ま
で
。

※
詳
し
く
は
、
出
産
し
た
分
娩べ

ん

機

問
申

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成

東
日
本
大
震
災
義
援
金

〜
受
付
期
間
延
長
〜

お
し
ら
せ

国
勢
調
査
を
か
た
る

不
審
な
電
話
や
訪
問
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

重
度
脳
性
ま
ひ
の

お
子
さ
ん
と
家
族
を
支
援

〜
産
科
医
療
補
償
制
度
〜



最
新
治
療

講
師

社
会
保
険
中
央
総
合
病

院
　
吉
村
直
樹
さ
ん

第
２
部
　
患
者
同
士
の
交
流
会

潰
瘍
性
大
腸
炎
と
ク
ロ
ー
ン

病
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

資
料
代

５
０
０
円

定
員

１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、
住

所
・
連
絡
先
（
電
話
番
号
・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
）
・
参
加
者
全
員
の

氏
名
と
年
齢
・
病
名
と
発
症
年
・

交
流
会
参
加
の
有
無
・
講
師
へ
の

質
問
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
先

〒
２
７
７
―
０
０
０
５

柏
市
柏
９
６
７
―
８
　
竹
井
京
子

ち
ば
Ｉ
Ｂ
Ｄ
患
者
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
問
い
合
わ
せ
フ
ォ

ー
ム

http://w
w
w
.chiba-ibd.com

/

お
題

「
静せ
い

」

詠
進
要
領

①
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短

問

地
震
に
備
え
る
た
め
、
木
造
住

宅
の
耐
震
性
の
相
談
に
建
築
士
が

応
じ
ま
す
。

と
き

５
月
12
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら

午
後
４
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー

※
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日

の
受
け
付
け
は
、
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。管

理
課

蕁
33
―
１
１
０
２

と
き

６
月
２
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ

船
橋
市
中
央
公
民
館

（
船
橋
市
本
町
２
―
２
―
５
）

内
容

第
１
部
　
医
療
講
演
会

講
演

潰
瘍
性
大
腸
炎
と
ク
ロ

ー
ン
病
の
基
礎
知
識
と

問
申

14 2013年4月号　

高
齢
者
や
障
害
者
、
そ
の
支
援

者
の
相
談
に
弁
護
士
が
応
じ
ま

す
。

と
き

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
・
年

末
年
始
な
ど
を
除
く
）

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者

②
障
害
を
持
っ
て
い
る
人

③
高
齢
者
や
障
害
者
を
支
援
し
て

い
る
人

注
意
事
項

・
法
律
問
題
の
相
談
に
限
り
ま

す
。

・
相
談
は
、
１
人
に
つ
き
20
分
程

度
で
す
。

・
同
一
内
容
に
つ
い
て
の
相
談

は
、
年
１
回
限
り
と
し
ま
す
。

相
談
電
話
番
号

蕁
０
４
３
―
２
２
７
―
１
８
０
０

県
弁
護
士
会

蕁
０
４
３
―
２
２
７
―
８
４
３
１

問

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の

無
料
電
話
法
律
相
談

住
宅
の
無
料
耐
震
相
談
会

ち
ば
Ｉ
Ｂ
Ｄ
潰
瘍
性
大

腸
炎
＆
ク
ロ
ー
ン
病
医

療
講
演
会

有料広告

平
成
26
年
歌
会
始
の

お
題
・
詠
進
え
い
し
ん

歌

4月の 4月の 

掲 示 板 

ぼ
し
ゅ
う

そ
う
だ
ん



で
も
詠
進
で
き
ま
す
。
自
書

で
き
な
い
理
由
（
代
筆
の
場

合
は
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
）

な
ど
を
別
紙
に
書
い
て
、
詠

進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い（
点

字
は
除
く
）。

期
限

９
月
30
日
（
月
）

応
募
先

〒
１
０
０
―
８
１
１
１

宮
内
庁
（
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と

書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
）。

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を

書
き
、
返
信
用
切
手
を
貼
っ

た
封
筒
を
入
れ
て
、
９
月
20

日
（
金
）
ま
で
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問

歌
で
１
人
１
首
と
し
、
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

②
書
式
は
半
紙
（
習
字
用
の
半

紙
）
を
横
長
に
使
い
、
右
半
分

に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番

号
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な

つ
き
）、
生
年
月
日
お
よ
び
職

業
（
具
体
的
に
）
を
縦
書
き
で

書
い
て
く
だ
さ
い
。

③
記
載
事
項
は
す
べ
て
毛
筆
で

自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

④
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た

め
毛
筆
で
自
書
で
き
な
い
場

合
は
、
点
字
、
代
筆
（
墨
書
）

ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

152013年4月号　

江
戸
時
代
が
、
も
う
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
頃
の
話
で
す
。
外
国
の

黒
船
が
盛
ん
に
通
商
を
求
め
て
来
航
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

鎖
国
を
守
っ
て
い
た
徳
川
幕
府
は
、
あ
わ
て
て
江
戸
防
衛
の
た
め
、

各
地
に
砲
台
を
築
き
ま
し
た
が
、
江
戸
湾
（
今
の
東
京
湾
）
に
突
き
出
た

要
害
の
地
の
大
房
岬
に
築
い
た
砲
台
も
そ
の
一
つ
で
す
。

備
え
付
け
た
大
砲
は
、
上
段
に
三
門
、
中
段
に
五
門
、
下
段
に
五
門
、

合
わ
せ
て
十
三
門
で
す
。
工
事
は
江
戸
か
ら
来
た
二
百
人
あ
ま
り
の
人

夫
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
な
に
し
ろ
、
ク
レ
ー
ン
や
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
の
な
い
時
代
の
こ
と
で
す
か
ら
、
す
べ
て
人
力
で
す
。
ふ
ん
ど

し
一
本
で
、
つ
る
は
し
や
鍬く
わ

を
ふ
る
い
、
も
っ
こ

・

・

・

を
か
つ
ぎ
、
し
か
も

急
を
要
す
る
工
事
だ
っ
た
た
め
、
昼
夜
兼
行
の
苦
し
い
作
業
を
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

大
砲
は
多
田
良
西
浜
の
堂
坂
よ

り
、「
エ
ン
マ
の
子
ー
。
オ
シ
ャ
カ

の
子
ー
」
と
言
う
か
け
声
で
引
き
上

げ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
で
き
あ
が
っ
た
砲
台
か

ら
、
弾
丸
を
黒
船
め
が
け
て
発
射
し

た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
海

上
の
見
張
り
は
厳
重
で
し
た
。

※
幕
末
砲
台
跡
は
、
大
房
岬
要
塞
群

と
と
も
に
、市
指
定
文
化
財
で
す
。

第84話
生稲謹爾

「大房岬の
砲台」

幕末砲台跡
（平成13年7月17日市指定）

・ホームページアドレス
http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter(ツイッター)アドレス
http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
http://www.chiba-tv.com/shicho/
（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード※

※ 登録は初めに空メールを
送信してください

携　帯
サイト

総人口（－155） 
42,027人 
男（－91） 
20,144人 
女（－64） 
21,883人 
世帯数（－6） 
17,336世帯 

出生 12人 

死亡 66人 

転入 178人 

転出 279人 

人口の動き （平成25年4月1日現在） 
（　）内は前月比 ※外国人住民を含みます。 

3月25日（月）に実施されました
●平成25年度市の組織機構
●4月1日付け職員人事異動

（7ページに関連記事）
●電話予約型乗合タクシー運行
●シロナガスクジラ全身骨格標本

完成式典開催

検索 南房総市／定例記者会見 

クリック 

3月定例記者会見



あ
ひ
る
の
会
は
、
平
成
15
年
に
富
山
中
央
公
民
館
の
呼

び
か
け
で
発
足
し
ま
し
た
。

富
山
小
学
校
・
白
鳩
保
育
園
・
憩
い
の
家
・
富
山
公
民

館
で
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
民
話
や
絵
本
な
ど

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
あ
っ
た
も
の
を
選
ぶ
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
富
山
の
昔
ば
な
し
」
を
房
州
弁

に
ア
レ
ン
ジ
し
た
り
、
紙
芝
居
に
す
る
試
み
も
少
し
ず
つ

行
っ
て
い
ま
す
。
房
州
弁
で
の
昔
ば
な
し
は
、
特
に
年
配

の
人
に
喜
ば
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
楽
し
み
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
世
界
を

知
っ
て
も
ら
い
、
本
を
好
き
に
な
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

活
動
は
、
富
山
地
区
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
先
日

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
」
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

参
加
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
と
て
も
熱
心
に
聞
い
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

月
に
一
度
、
読
み
聞
か
せ
の
練
習
を
行
い
、
年
に
数
回
、

絵
本
作
家
な
ど
の
講
演

会
に
参
加
し
、
楽
し
み

な
が
ら
研
修
も
し
て
い

ま
す
。

私
た
ち
と
一
緒
に
読

み
聞
か
せ
を
し
て
い
た

だ
け
る
人
、
ご
連
絡
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

あ
ひ
る
の
会
　

会
長
　
関
野
瑞
枝
　

蕁
57
―
３
８
３
２

問

16 2013年4月号　

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
４
月
号

平
成
25
年
４
月
11
日
発
行

発
行
　
南
房
総
市
　
〒
２
９
９
―
２
４
９
２

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集
　
情
報
推
進
課
　
蕁

０
４
７
０
│
33
│
１
０
０
３

FAX

０
４
７
０
│
20
│
４
５
９
６

房総半島最南端「野島埼灯台」 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 

市
民
活
動
団
体
の
紹
介
簫

ボランティアフェスタでの読み聞かせ

〜
絵
本
読
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
ひ
る
の
会
」
〜

会
長

関
野
瑞
枝
　
会
員
　
15
人

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団

体
を
ご
存
じ
で
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
協
働
課
　
蕁

33
│
１
０
０
５

南
房
総
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

http://civil.m
boso-etoko.jp/

問

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

医療法人財団 
【お問合せ】℡０４７０－５５－２１２５（担当／辻） ※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

鋸南きさらぎ会 

職 員 
募 集 

○ 職　種　看護師及職　種　看護師及び看護奨学生…若干名び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院勤務地　鋸南病院（指定管理指定管理） 

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻担当／辻） 
※土※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

医療法人財団医療法人財団 鋸南鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻担当／辻） 
※土※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団医療法人財団 鋸南鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 

楽しい本選び


